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シーズの概要 

 我が国ではここ数年前から自動車の衝突時における安全性の

確保から車体（ＵＬＳＡＢ：Ultra Light Steel Auto Body）

に高強度、軽量な鋼Ｍｎ鋼が使用され始め、２００５年までには

自動車用車体鋼板の約５０％はこの鋼Ｍｎが使用される見通し

である。一般に車体のプレス工程で発生したプレス屑（１２０万

トン／年）は鋳造工場に回り、シリンダーブロック、シリンダー

ヘッド等の原材料としてリサイクルされている。しかし、高Ｍｎ

鋼はＭｎ含有量が高いためチル化と呼ばれる材質硬化が起こる

ため、このまま使用することはできない。 

 そこで、希土類元素を鋳鉄中の硫黄と化学量論的な量添加する

ことでＭｎによるチル化を防止し、Ｍｎを有効利用することで強

靱鋳鉄が得られる。 
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ＵＬＳＡＢを用いた車体 
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